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平
成
28
年
度
決
算
状
況

　

歳
入
総
額
は
37
億
２
０

９
１
万
円
と
な
り
前
年
度

対
比
２
・
９
％
増
と
な
っ

た
。
増
額
の
主
な
要
因

は
、
広
域
の
新
ご
み
処
理

施
設
建
設
負
担
金
等
大
型

事
業
の
実
施
で
村
債
が
前

年
度
比
１
億
６
万
千
円
、

20
・
２
％
増
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
。

　

歳
出
総
額
は
36
億
２
０

２
２
万
円
と
な
り
、
前
年

度
対
比
４
・
１
％
の
増
と

な
っ
た
。
予
算
額
に
対
す

る
執
行
率
は
91
・
４
％

で
、
大
桑
橋
整
備
事
業
等

２
億
３
８
４
０
万
円
を
繰

越
明
許
し
、
予
算
額
に
対

す
る
不
要
額
は
１
億
２
０

６
万
円
と
な
っ
た
。

（万円）

（万円）

2おおくわ議会だより　第150号おおくわ議会だより　第150号　　

法改正に伴う

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
14
日
か
ら
28
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
諸
報
告
の

後
、
請
願
１
件
、
陳
情
２
件
を
審
議
。
一
般
質
問
（
５
名
７
件
）
が
行
わ
れ
た
。

　

村
長
提
出
議
案
（
条
例
改
正
等
５
件
、
補
正
予
算
２
件
、
請
負
契
約
１
件
）、
平
成
28
年

度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
し
可
決
し
た
。

又
、
教
育
委
員
及
び
人
権
擁
護
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
原
案
に
同
意
し
た
。

９　月９　月
定例会定例会

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000
村債

国県支出金

地方交付税

地方消費税
交付金等

その他

村税

62,987

29,235
8,183

平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年

169,009

42,114

51,275

62,849

21,254
12,032

177,044

38,941

49,434

60,741

30,579
10,929

172,351

38,051

59,440

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000 公債費
災害復旧費
教育費
消防費
土木費
商工費
農林水産業費
労働費
衛生費
民生費
総務費
議会費

平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年

4,884

70
7,226

14,156

2,278

53,741

61,812

26,511
19,368

68,547

39,750

56,715

5,064

70
7,971

0

62,284

64,929

26,612
21,134

47,436
27,724
30,010

54,605

4,672

71
7,367

0

68,891

66,769

38,223
17,897

44,331

39,872
22,951
50,978

歳入 37億2,091万円37億2,091万円一般
会計 歳出 36億2,022万円36億2,022万円

基　金　名 残　高
財政調整基金 9億3,887万円
地域振興基金 3,226万円
減債基金 112万円
土地開発基金 1,770万円
地域福祉基金 5,525万円
ふるさと農村活性化基金 400万円
むらづくり基金 94万円
庁舎建設基金 8億2,300万円
補助事業等つなぎ資金貸付基金 500万円
育英基金 1,669万円
村営水道基金 3,052万円
国民健康保険支払準備基金 3,007万円
農業集落排水基金 1,038万円
公共下水道基金 888万円

基金年度末残高

会　計 歳入総額 歳出総額
村 営 水 道 事 業 2億4,437万円 2億4,328万円
国民健康保険事業 4億7,020万円 4億5,511万円
農業集落排水事業 1億 243万円 1億 12万円
公 共 下 水 道 事 業 8,991万円 8,919万円
後期高齢者医療事業 6,467万円 6,467万円

特別会計決算額

須原駅公衆トイレ須原駅公衆トイレ 防災行政無線デジタル化　ホケ山中継局防災行政無線デジタル化　ホケ山中継局



い
為
で
あ
る
。

　

固
定
資
産
税
は
、
全
戸

調
査
結
果
に
基
づ
き
増
と

な
っ
た
。

健
康
増
進

■Ｑ
健
康
診
断
受
診
者
数

少
な
い
。
受
診
に
よ
っ
て

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期

予
防
に
繋
が
る
と
思
う
が

村
の
対
応
は
。

■Ａ
受
診
は
対
象
者
全
員

を
目
指
し
て
い
る
が
難
し

い
面
も
あ
る
、
今
後
も
広

報
等
を
利
用
し
て
呼
び
か

け
て
い
く
。

森
林
整
備

■Ｑ
村
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
森
林
の
整
備
を
森
林

税
が
施
行
さ
れ
て
い
る
今
、

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う

考
え
る
か
。

■Ａ
森
林
税
が
５
年
延
長

に
な
り
交
付
金
も
増
え
る

と
思
わ
れ
る
。
森
林
整
備

は
推
し
進
め
て
い
く
。
た

だ
森
林
組
合
だ
け
で
は
対

応
で
き
な
い
事
が
考
え
ら

れ
る
の
で
村
内
建
設
業
者

に
も
お
願
い
し
て
進
め
て

税
徴
収
状
況

■Ｑ
６
件
を
滞
納
整
理
機

構
に
移
管
し
て
い
る
。
例

年
よ
り
多
い
が
理
由
は
。

■Ａ
基
本
的
に
50
万
円
以

上
の
大
口
滞
納
者
で
督
促

に
応
じ
な
い
案
件
を
移
管

し
て
い
る
。

■Ｑ
費
用
対
効
果
も
あ
る

が
、
村
は
自
主
努
力
で
回

収
す
る
こ
と
も
必
要
と
思

う
が
。

■Ａ
税
の
公
平
性
か
ら
考

え
る
と
費
用
対
効
果
は
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
る
。
村
と
し
て
も
、
昨

年
度
、
中
京
圏
方
面
に
出

向
き
７
件
の
滞
納
整
理
を

実
施
し
た
。

■Ｑ
法
人
税
が
減
り
、
固

定
資
産
税
が
増
え
た
要
因

は
。

■Ａ
法
人
税
は
、
村
の
大

手
企
業
の
減
収
が
主
だ
が
、

会
社
が
連
結
決
算
を
行
っ

た
た
め
、
村
内
事
業
者
に

あ
っ
て
は
思
っ
た
ほ
ど
営

業
利
益
が
上
が
っ
て
い
な

決
算
審
議

平成
28年度

平成
27年度

実質赤字比率 －
（15.00）

－
（15.00）

連結実質赤字比率 －
（20.00）

－
（20.00）

実質公債費比率 9.3
（25.0）

9.6
（25.0）

将来負担比率 39.4
（350.0）

49.8
(350.0)

平成28年度 財政健全化審査は「適正」平成28年度 財政健全化審査は「適正」

年度
区分 村債年度末残高村債年度末残高 （単位：万円）

※－は黒字のため数字記載なし。
　(　)は、早期健全化基準

い
く
。
こ
れ
に
よ
り
雇
用

の
機
会
も
増
え
る
と
考
え

る
。財政

運
営

■Ｑ
財
政
が
厳
し
い
中
、

庁
舎
建
設
、
大
桑
橋
架
け

替
え
と
大
型
工
事
が
控
え

て
い
る
が
今
後
健
全
財
政

に
向
け
て
ど
う
取
り
組
む

か
。

■Ａ
木
曽
広
域
で
も
大
き

な
事
業
が
控
え
て
い
る
。

住
民
に
納
得
の
い
く
財
政

運
営
に
取
り
組
み
た
い
。

400,000 410,000 420,000 430,000 440,000 450,000

平成 28 年 447,277

435,703

437,108

438,182

442,772

平成 27 年

平成 26 年

平成 25 年

平成 24 年
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平成28年度決算を認定平成28年度決算を認定
大型事業の実施で村債は増加大型事業の実施で村債は増加
新ごみ処理施設建設負担金・防災行政無線デシタル化など新ごみ処理施設建設負担金・防災行政無線デシタル化など

新
ご
み
処
理
施
設

新
ご
み
処
理
施
設
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

須
原
地
区
に

 

決
ま
る

■Ｑ
額
が
確
定
し
、
前
年

度
対
比
約
６
４
０
０
万
円

の
減
額
と
な
っ
た
が
理
由

は
。

■Ａ
主
な
要
因
は
、
前
年

度
公
債
費
が
約
１
０
０
０

万
円
減
額
と
な
っ
た
事
。

又
、
税
収
増
で
基
準
財
政

収
入
額
が
増
額
と
な
っ
た

事
に
よ
る
。

■Ｑ
須
原
親
睦
会
館
解
体

に
伴
う
残
存
施
設
修
繕
費

用
１
３
０
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
解
体
後
の
跡

地
利
用
と
管
理
は
。

■Ａ
跡
地
利
用
は
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。
草
刈
等

管
理
は
村
が
対
応
す
る
。

■Ｑ
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
須
原
地
区
に
建

設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
経
過
と
住
民
と
の
交

流
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
。

■Ａ
木
曽
福
祉
事
業
協
会

が
来
年
度
建
設
す
る
予
定

で
あ
る
。
交
流
ス
ペ
ー
ス

は
、
用
地
の
面
積
等
に
よ

り
判
断
さ
れ
る
。
村
と
し

て
は
要
望
し
て
い
る
。

■Ｑ
窓
口
無
料
化
に
伴
う

補
正
予
算
審
議

  
決
算
審
査

意
見
書
所
見（
抜
粋
）

　

平
成
28
年
度
決
算
審
査

は
、
審
査
該
当
事
業
３
５

２
件
の
う
ち
、
書
類
51
件
、

現
地
15
件
、
出
先
機
関
５

か
所
に
つ
い
て
実
施
し
、

審
査
を
行
っ
た
。
事
業
の

執
行
に
つ
い
て
、
特
に
留

意
改
善
を
要
す
る
と
認
め

ら
れ
る
事
項
は
次
の
と
お

り
。

主
要
事
業
、
委
託
事
業

地
方
公
会
計
制
度

　

平
成
29
年
度
に
地
方
公

会
計
制
度
に
基
づ
く
財
政

状
況
が
公
表
さ
れ
る
。
制

度
の
目
的
で
あ
る
効
率
的

で
適
正
な
財
政
運
営
に
努

め
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

防
災
行
政
無
線

デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業

　

同
報
系
無
線
が
、
25
台

設
置
さ
れ
、
災
害
時
の
通

信
・
放
送
手
段
と
な
る
。

取
り
扱
い
の
訓
練
を
行
い
、

災
害
時
に
お
い
て
確
実
に

活
用
で
き
る
よ
う
お
願
い

す
る
。

森
林
づ
く
り

推
進
支
援
金
事
業

　

確
認
手
続
き
の
不
備
で

個
人
所
有
の
立
木
を
一
部

誤
っ
て
伐
採
し
た
。
正
確

な
事
務
事
業
の
遂
行
と

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す

こ
と
を
お
願
い
す
る
。

税
等
の
滞
納
状
況

　

滞
納
者
数
は
、
村
県
民

税
他
、
計
１
２
２
人
で
、

前
年
度
対
比
19
人
の
減
少

と
な
っ
た
。
未
収
金
は
、

財
政
運
営
に
影
響
を
及
ぼ

す
だ
け
で
な
く
、
費
用
負

担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら

も
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き

な
い
問
題
で
あ
る
の
で
、

全
庁
的
な
収
納
対
策
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

出
先
機
関
の
状
況

　

以
下
の
点
に
つ
い
て
要

望
し
た
。

あ
て
ら
荘

　

平
成
28
年
度
か
ら
新
た

に
㈱
塚
原
緑
地
研
究
所
が

指
定
管
理
者
と
な
っ
た
。

　

平
成
27
年
度
と
の
各
業

務
の
比
較
で
は
、
宿
泊
、

入
浴
は
増
加
し
た
も
の
の

宴
会
昼
食
等
は
、
１
６
１

０
人
減
少
し
た
。
分
析
を

し
て
次
年
度
の
業
務
に
活

か
す
よ
う
指
導
を
お
願
い

す
る
。

社
会
福
祉
協
議
会

　

村
防
災
計
画
に
基
づ
き

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

す
る
よ
う
検
討
を
お
願
い

す
る
。

小
中
学
校

　

建
設
か
ら
15
年
以
上
が

経
過
し
、
今
後
、
維
持
管

理
費
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
。
急
激
な
財
政
負
担
を

避
け
る
た
め
、
計
画
的
な

管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

む
す
び

　

平
成
28
年
度
の
施
策
、

決
算
状
況
、
基
金
残
高
等

の
審
査
の
結
果
、
一
般
会

計
、
特
別
会
計
と
も
に
予

算
に
対
し
て
適
正
に
執
行

さ
れ
各
事
業
が
円
滑
に
推

移
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し

た
。

　

今
後
、
新
庁
舎
建
設
、

大
桑
橋
整
備
工
事
等
大
き

な
財
政
負
担
を
伴
う
事
業

が
本
格
化
す
る
。
財
政
の

健
全
性
を
堅
持
し
な
が
ら

総
合
計
画
に
基
づ
く
事
業

実
施
を
お
願
い
す
る
。

　

不
透
明
な
経
済
情
勢
の

中
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
運

営
は
、
村
税
を
は
じ
め
と

し
た
自
主
財
源
の
確
保
や

国
・
県
支
出
金
及
び
有
利

な
起
債
の
活
用
を
図
る
と

と
も
に
、
歳
出
の
見
直
し

を
進
め
、
効
果
的
で
効
率

的
な
予
算
執
行
が
求
め
ら

れ
る
。
職
員
一
人
ひ
と
り

が
常
に
コ
ス
ト
意
識
を

持
っ
て
、
行
財
政
運
営
に

普
通
交
付
税

奥
田
代
表
監
査
委
員

奥
田
代
表
監
査
委
員

福
祉
医
療
費

窓
口
無
料
化

須
原
親
睦
会
館

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

鋭
意
努
力
さ
れ
る
こ
と
を

お
願
い
す
る
。

 

監
査
委
員　

奥
田　

斗
生

　

  

同 　
　

水
野　
　

進
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会計別補正状況 （単位：万円）

こんなことが決まりました

シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
高
校
生

ま
で
窓
口
無
料
化
に
す
る

対
応
か
。

■Ａ
県
が
来
年
８
月
か
ら

実
施
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
合
わ
せ
シ
ス
テ
ム
改
修

を
行
う
。
対
象
は
県
に
合

わ
せ
中
学
生
ま
で
と
す
る

も
の
。

■Ｑ
高
校
生
ま
で
窓
口
無

料
化
を
実
施
す
る
考
え
は
。

■Ａ
高
校
生
ま
で
対
象
を

拡
大
す
る
か
は
、
来
年
度

以
降
検
討
し
た
い
。

子どもの福祉医療費窓口無料化　来年８月から子どもの福祉医療費窓口無料化　来年８月から

会　　計 補正額 補正後の
予算額 主　　な　　内　　容

一 般 会 計 2,595 378,166 

障がい者福祉事業追加 323 
須原親睦会館解体 129
村単道路維持事業 695
（蛇抜沢土砂流出に伴う排水溝整備）
住宅修繕追加 292
村道勝井坂線法面復旧工事 275

国民健康保険
事業特別会計 682 43,745 国庫負担金返還 630

●
議
会
の
委
任
に
よ
る

　

専
決
処
分

　

道
路
の
瑕か

疵し

に
よ
る
損

害
賠
償
額
の
決
定

●
公
告
式
条
例
の

　

一
部
改
正

　

須
原
地
区
の
掲
示
場

を
、
須
原
親
睦
会
館
の

解
体
に
伴
い
須
原
地
区

館
に
移
設

●
福
祉
医
療
費
給
付
金

　

条
例
の
一
部
改
正

　

県
の
福
祉
医
療
費
給
付

事
業
の
見
直
し
に
伴
う

現
物
給
付
方
式
の
導
入

に
関
す
る
改
正

●
消
防
団
条
例
の

　

一
部
改
正

　

消
防
団
員
の
減
少
に
よ

り
、
定
員
を
２
０
０
人

か
ら
１
８
０
人
に
改
正

●
川
北
１
号
線
落
石
防
止

工
事
請
負
契
約

契
約
方
法

　

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額

　

６
８
０
４
万
円

契
約
の
相
手
方

　

大
桑
村
野
尻

　

奥
田
工
業
株
式
会
社

●
過
疎
地
域
自
立
促
進

　

計
画
の
変
更

　

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
建
設
地
造
成
等
事
業

の
追
加
等

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

大
桑
村
野
尻

　

水
口　

泰
治　

氏

　

同
氏
の
任
命
に
全
会
一

致
で
同
意

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

大
桑
村
須
原

　

白
木　
　

正　

氏

　

同
氏
の
推
薦
に
全
会
一

致
で
同
意

●
日
本
政
府
に
「
核
兵
器
禁

止
条
約
」
へ
の
賛
同
と
批

准
を
求
め
る
意
見
書
の
提

報　
　

告

条　
　

例

請
負
契
約

計
画
変
更

人　
　

事

請　
　

願

出
に
関
す
る
請
願

請
願
者

新
日
本
婦
人
の
会

木
曽
支
部　

生
路　

光
子

紹
介
議
員   

瓜
尾
美
佐
子

　
　
　
　
　

沼　
　

友
行

　
　
　
　
　

古
畑　

昌
夫

結　

果

　

賛
成
多
数
採
択

●
全
国
森
林
環
境
税
の
創

設
に
関
す
る
意
見
書
採

択
に
関
す
る
陳
情

陳
情
者

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促

進
議
員
連
盟

 

会
長　

板
垣　

一
徳

結　

果

全
会
一
致
採
択

●
私
立
高
校
に
対
す
る
公

費
助
成
を
お
願
い
す
る

陳
情
書

陳
情
者

中
信
地
区
私
学
助
成
推
進

協
議
会

 

会
長　

手
塚　

貴
雄

結　

果

　

全
会
一
致
採
択

陳　
　

情
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村
政
を
問
う

議
員
５
人
が

　一般質問は、村が行うすべての事務や事業に関
して何でも質問できる大事な議員活動の場です。
　年４回の定例会のみで、臨時会ではできませ
ん。

・質問時間は40分
　大桑村議会では、議員が質問できる時間は答弁
を含め１人40分以内です。

・一問一答方式
　質問は、一つ質問をして一つの回答を得る一問
一答方式です。
　この方法は、より問題を深められる方法といわ
れています。

・事前通告
　質問したい議員には、前もって質問内容を記し
た事前通告書の提出を義務付けています。

9
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
14
日
に
５
名
７
件
を
行
い
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
よ
り
、
質
問
議
員
が
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

質 一
問 般

一般質問とは

多
目
的
ホ
ー
ル
天
井
高

　

多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
会

議
室
使
用
の
場
合
と
ホ
ー

ル
と
し
て
広
く
使
用
す
る

場
合
が
あ
り
、
会
議
室
と

し
て
仕
切
っ
て
使
用
す
る

場
合
は
高
さ
を
必
要
と
し

な
い
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
等

広
い
空
間
を
必
要
と
す
る

場
合
は
で
き
る
だ
け
天
井

は
高
い
方
が
良
い
と
い
っ

た
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

天
井
を
高
く
す
る
場
合
、

会
議
室
と
し
て
使
用
す
る

時
の
仕
切
り
の
仕
様
が
変

更
と
な
る
た
め
、
本
体
構

造
に
影
響
し
建
設
コ
ス
ト

も
上
が
る
。
設
計
士
の
意

見
を
参
考
に
検
討
し
、
野

尻
地
区
館
、
須
原
地
区
館

の
天
井
高
と
同
じ
４
メ
ー

ト
ル
程
度
が
妥
当
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
音
響
効
果
に
つ

い
て
も
、
会
議
室
使
用
と

ホ
ー
ル
使
用
で
は
音
響
仕

様
も
異
な
る
た
め
、
両
方

に
効
果
的
な
音
響
に
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

庁舎建設の動き
実施設計に向け協議
庁舎建設特別委員会９月４日

建
設
費

　

基
本
設
計
を
各
委
員
会

で
検
討
し
て
き
た
が
、
実

施
設
計
に
お
い
て
も
工
夫

で
き
る
範
囲
で
最
善
を
尽

く
す
べ
き
だ
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　

建
設
費
の
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
、
伊
藤
建
築

設
計
事
務
所
に
意
見
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
資
材
等
の
高
騰

が
見
込
ま
れ
、
不
安
要
素

は
あ
る
と
答
え
た
。

敷
地
内
道
路
整
備

　

新
庁
舎
の
敷
地
内
道
路

整
備
に
つ
い
て
は
、
庁
舎

建
設
に
合
わ
せ
て
整
備
す

る
よ
う
調
整
さ
れ
る
。

（
報
告
者　

下
起
幸
一
）
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◥
今
後
の
道
の
駅
は

■Ｑ
平
成
元
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
道
の
駅
の
耐
震
性

は
。

■Ａ
昭
和
56
年
の
耐
震
基

準
に
合
格
し
て
い
る
。
老

朽
化
に
対
し
て
検
討
課
題

は
あ
る
。

■Ｑ
急
傾
斜
の
屋
根
の
雪

害
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る

が
対
応
は
。

■Ａ
特
殊
な
屋
根
で
あ
り
、

対
策
は
難
し
い
。
除
雪
に

関
し
て
は
委
託
業
者
と
対

応
し
て
い
る
。

■Ｑ
２
階
会
議
室
の
利
用

状
況
と
今
後
の
活
用
方
法

木戸　勘一 議員

は
。

■Ａ
会
議
室
と
し
て
定
期

的
な
利
用
が
あ
り
、
今
後

も
会
議
室
と
し
て
利
用
す

る
。

■Ｑ
道
の
駅
の
活
用
方
法

と
し
て
、
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー

ト
事
業
を
ピ
ー
ア
ー
ル
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た

ら
ど
う
か
。

■Ａ
指
定
管
理
者
と
の
相

談
だ
が
、
設
置
等
を
検
討

す
る
こ
と
は
で
き
る
。

■Ｑ
移
住
促
進
事
業
の

ピ
ー
ア
ー
ル
と
し
て
「
空

き
家
情
報
」「
お
た
め
し

居
住
体
験
」
の
情
報
を
発

信
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

で
き
な
い
か
。

■Ａ
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で

き
れ
ば
設
置
で
き
る
。

◥
地
域
文
化
を

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で

■Ｑ
地
域
文
化
の
新
し
い

力
と
し
て
協
力
隊
を
採
用

し
た
ら
ど
う
か
。
た
と
え

ば
、
ヒ
ノ
キ
を
奏
で
る
里

づ
く
り
事
業
を
発
信
す
る

人
材
と
し
て
採
用
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

■Ａ
協
力
隊
は
３
年
間
の

採
用
で
、
そ
の
後
の
移
住

定
住
が
基
本
で
あ
り
、
こ

れ
ら
を
考
え
採
用
を
検
討

し
て
い
る
。
ヒ
ノ
キ
を
奏

で
る
里
づ
く
り
事
業
だ
け

で
協
力
隊
を
採
用
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

道の駅２階会議室道の駅２階会議室

道の駅展示コーナー道の駅展示コーナー

道の駅で村の情報発信を　
設置を検討したい

一　

般　

質　

問
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おためし居住者アンケートを実施おためし居住者アンケートを実施

住宅について特集した広報おおくわ９月号住宅について特集した広報おおくわ９月号

◥
お
た
め
し
居
住
事
業

　

評
価
は

■Ｑ
人
口
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
お
た
め
し
居
住
事

業
を
実
施
し
て
３
年
目
を

迎
え
た
。
ど
の
様
な
成
果

を
得
ら
れ
た
か
評
価
内
容

を
問
う
。

■Ａ
数
字
的
に
は
少
な
い

利
用
者
と
感
じ
て
い
る
。

現
在
ま
で
、
移
住
・
定
住

は
無
い
状
態
で
あ
る
が
、

情
報
発
信
は
で
き
た
と
評

価
し
て
い
る
。

■意見
体
験
者
と
村
の
関

わ
り
を
保
つ
方
法
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
会
員
や
ふ
る
さ

と
納
税
へ
の
参
加
を
促
す

こ
と
を
検
討
さ
れ
た
い
。

◥
ふ
る
さ
と
納
税
で

　

自
主
財
源
確
保
を

■Ｑ
安
定
的
な
事
業
を
行

う
上
で
、
自
主
財
源
の
確

保
は
重
要
で
あ
る
。
当
村

鈴木　　武 議員

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
基
金

は
、
20
年
度
か
ら
28
年
度

ま
で
の
９
年
間
で
、
94
万

円
で
あ
る
。
他
の
自
治
体

の
よ
う
に
、
返
礼
品
を
工

夫
し
、
財
源
確
保
の
一
環

と
し
て
力
を
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

■Ａ
ふ
る
さ
と
納
税
者
に

は
、
一
割
程
度
の
特
産
品

を
返
礼
と
し
て
送
っ
て
い

る
。
他
の
自
治
体
の
よ
う

に
、
寄
付
金
に
応
じ
た
返

礼
品
は
考
え
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
通
り
、
村
を
応

援
し
た
い
と
い
っ
た
、
本

来
の
目
的
に
沿
っ
た
善
意

の
寄
付
と
し
て
位
置
付
け

て
い
き
た
い
。

◥
空
き
家
・

　

空
き
地
の
活
用
を

■Ｑ
村
と
共
に
企
業
が
存

続
す
る
た
め
に
は
、
人
口

対
策
は
最
重
要
課
題
で
あ

る
。
平
成
52
年
度
の
人
口

推
計
値
２
７
６
０
人
を
目

指
し
、
定
住
化
を
推
し
進

め
る
た
め
に
は
空
き
家
や

空
き
地
の
活
用
は
重
要
で

一　

般　

質　

問

あ
る
。
空
き
家
情
報
バ
ン

ク
事
業
は
、
情
報
提
供
す

る
だ
け
で
は
な
く
村
が
仲

介
に
も
関
わ
り
を
持
つ
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
空
き
地
に
つ
い
て
も
、

民
有
地
も
含
め
た
中
で
宅

地
造
成
や
消
防
施
設
等
広

域
連
合
に
係
わ
る
施
設
整

備
に
向
け
た
土
地
活
用
に

取
組
み
、
村
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
は
い
か
が
か
。

■Ａ
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

に
つ
い
て
は
、
県
が
運
営

す
る
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

に
登
録
し
て
い
る
。
又
、

全
国
版
空
き
家
情
報
バ
ン

ク
を
開
設
す
る
動
き
が
あ

り
、
こ
れ
に
登
録
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。
空

き
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

村
所
有
の
土
地
は
要
望
が

あ
り
、
可
能
で
あ
れ
ば
貸

付
や
払
い
下
げ
を
お
こ
な

う
。
民
有
地
に
つ
い
て
は
、

将
来
的
に
必
要
で
あ
れ
ば
、

買
取
り
や
寄
付
も
含
め
対

応
し
た
い
。

将来を見据えた土地確保を　
前向きに取組みたい
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桑華祭（９月30日中学校）桑華祭（９月30日中学校）

■Ｑ
高
齢
化
が
進
む
中
、

高
齢
者
が
元
気
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
様
に
、
通

院
や
買
物
な
ど
外
出
時
の

交
通
手
段
の
確
保
と
利
便

性
の
向
上
は
大
事
な
村
の

施
策
で
あ
る
。
現
在
、
村

の
高
齢
者
の
外
出
支
援
の

現
状
は
。

■Ａ
寝
た
き
り
な
ど
の
方

の
移
送
と
し
て
の
福
祉
有

償
移
送
サ
ー
ビ
ス
と
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
交
付

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

■Ｑ
福
祉
タ
ク
シ
ー
は
対

象
者
の
要
綱
変
更
に
伴
い
、

昨
年
度
に
比
べ
、
今
年
度

は
半
数
以
下
に
減
っ
て
い

る
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
対

象
か
ら
外
れ
た
高
齢
者
に

と
っ
て
現
状
の
公
共
交
通

は
利
用
し
に
く
い
と
の
声

瓜尾美佐子 議員

が
あ
る
。
高
齢
者
の
外
出

支
援
と
し
て
様
々
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
対
応
を
求
め
る
。

■Ａ
様
々
な
提
案
を
し
て

も
ら
っ
た
の
で
検
討
し
た

い
。

■Ｑ
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
交
通
事
故
が
社
会

問
題
と
な
る
中
、
自
主
返

納
す
る
人
が
増
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
自
主
返
納
を

後
押
し
す
る
行
政
な
ど
の

支
援
も
広
が
り
、
郡
内
で

も
木
曽
町
・
南
木
曽
町
・

木
祖
村
が
取
り
組
ん
で
い

る
。
村
と
し
て
の
考
え
は
。

■Ａ
村
と
し
て
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

■Ｑ
自
主
返
納
に
あ
た
り
、

村
の
公
共
交
通
の
改
善
も

求
め
ら
れ
る
。
地
域
公
共

交
通
の
課
題
と
今
後
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

■Ａ
高
齢
化
が
進
み
、
外

出
時
に
は
自
宅
か
ら
自
宅

ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
近
隣

町
村
と
の
連
携
に
よ
る
通

院
バ
ス
の
改
善
と
あ
わ
せ

て
、
総
合
的
に
検
討
し
て

い
く
。

◥
医
療
費
窓
口
無
料
化

■Ｑ
長
野
県
で
は
よ
う
や

く
中
学
卒
業
ま
で
医
療
費

の
窓
口
無
料
化
を
決
定
し

た
。
実
施
は
来
年
度
８
月

以
降
、
受
益
者
負
担
５
０

０
円
は
そ
の
ま
ま
残
っ
た
。

村
で
は
高
校
卒
業
ま
で
医

療
費
の
無
料
化
を
行
っ
て

い
る
の
で
、
高
校
卒
業
ま

で
窓
口
無
料
化
を
広
げ
、

完
全
無
料
化
に
な
る
よ
う

受
益
者
負
担
を
な
く
せ
な

い
か
。

■Ａ
今
回
は
県
の
動
き
に

合
わ
せ
た
も
の
だ
が
、
今

後
、
検
討
す
る
。

一　

般　

質　

問

高齢者の外出支援の充実を　
公共交通の改善は総合的に

乗合タクシーを利用する村民乗合タクシーを利用する村民
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全国森林環境税創設促進議員連盟総会　７月20日全国森林環境税創設促進議員連盟総会　７月20日

■Ｑ
「
地
方
創
生
」
の
関

連
事
業
と
財
政
規
模
に
つ

い
て
説
明
願
い
た
い
。

■Ａ
（
資
料
で
平
成
27
年

度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
内

容
を
説
明
）

■Ｑ
そ
れ
に
よ
り
、
村
の

総
合
計
画
に
基
づ
く
事
業

に
上
乗
せ
さ
れ
た
事
業
や

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
か
。

■Ａ
地
方
創
生
で
変
更
に

な
っ
た
も
の
は
な
い
が
、

定
住
・
雇
用
促
進
、
子
育

て
支
援
な
ど
を
重
視
し
て

進
め
て
い
る
。

■Ｑ
新
聞
報
道
に
あ
っ
た

公
共
施
設
の
削
減
に
つ
い

て
村
の
考
え
は
。

■Ａ
公
共
施
設
の
管
理
計

画
は
昨
年
策
定
し
た
が
、

個
別
の
計
画
は
こ
れ
か
ら

検
討
す
る
。

■Ｑ
国
の
考
え
は
、「
地

方
再
生
」
で
は
な
く
、

古畑　昌夫 議員

「
国
家
の
形
を
変
え
る
」

も
の
だ
と
言
っ
て
い
る
。

林
業
な
ど
木
曽
や
村
の

「
真
の
再
生
」
の
た
め
の

考
え
は
。

■Ａ
森
林
資
源
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
は
、
木
曽
地

域
振
興
局
（
前
地
方
事
務

所
）
と
連
携
し
て
検
討
し

て
い
る
が
、
林
業
の
振
興

に
つ
い
て
は
森
林
組
合
や

事
業
者
な
ど
と
積
極
的
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

■Ｑ
信
大
農
学
部
名
誉
教

授
の
野
口
俊
邦
さ
ん
は
、

「
森
林
資
源
が
全
国
で
49

億
㎥
も
あ
る
の
に
、
国
の

林
業
予
算
は
４
千
億
円
し

か
な
い
。
せ
め
て
国
家
予

算
の
1
％
（
1
兆
円
）
か

け
れ
ば
再
生
で
き
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

■Ａ
国
と
県
の
「
森
林
環

境
税
」
が
導
入
さ
れ
て
も
、

今
の
村
の
体
勢
で
は
消
化

で
き
な
い
。

◥
国
保
税
の
抑
制
を

■Ｑ
大
桑
村
の
高
齢
者
世

帯
の
実
態
は
。

一　

般　

質　

問

■Ａ
高
齢
化
率
は
９
月
現

在
41
・
02
％
、
高
齢
者
だ

け
の
世
帯
は
37
・
８
％
と

な
っ
て
い
る
。

■Ｑ
木
曽
の
医
療
や
介
護

の
現
状
を
ど
う
み
る
か
。

■Ａ
医
師
の
確
保
を
関
係

機
関
に
訴
え
て
い
る
が
、

医
療
、
介
護
と
も
大
変
に

な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

■Ｑ
国
保
事
業
の
広
域
化

に
む
け
て
、
２
月
に
国
保

税
（
納
付
金
）
の
試
算
が

示
さ
れ
、
７
月
に
第
３
回

の
試
算
が
さ
れ
た
と
報
道

さ
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

■Ａ
今
回
の
国
の
試
算
を

受
け
、
10
月
ま
で
に
県
か

ら
各
市
町
村
の
納
付
額
が

示
さ
れ
る
予
定
。

■意見
一
般
会
計
の
繰
り

入
れ
も
し
て
、
国
保
税
を

抑
制
し
て
ほ
し
い
。

林業などで木曽の真の再生を　
森林組合や事業者と検討したい

傘寿座談会（７月25日資料館）傘寿座談会（７月25日資料館）
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■Ｑ
公
共
施
設
の
調
査
、

分
析
作
業
等
の
進
捗
は
。

■Ａ
長
期
的
施
設
管
理
計

画
を
３
月
に
公
表
し
た
。

■Ｑ
そ
の
概
要
は
。　
　

■Ａ
総
床
面
積
５
万
２
９

０
㎡
。
学
校
、
保
育
施
設

と
社
会
教
育
、
公
営
住
宅
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
施
設
等
で

各
々
３
分
の
１
。
建
築
年

度
で
は
、
高
度
成
長
期
整

備
の
老
朽
施
設
よ
り
平
成

元
年
以
降
に
整
備
し
た
学

校
、
保
育
園
、
地
区
・
分

館
等
の
新
施
設
が
多
い
。

計
画
期
間
40
年
、
耐
用
年

数
60
年
、
30
年
経
過
時
に

大
規
模
修
繕
と
し
て
更
新

推
計
を
試
算
す
る
と
、
今

後
40
年
間
の
補
修
経
費
は

約
２
０
０
億
円
、
年
約
５

億
円
と
な
る
。

水野　　進 議員

■Ｑ
使
用
不
適
施
設
は
。

■Ａ
老
朽
化
、
耐
震
未
措

置
は
あ
る
が
不
適
は
な
い
。

■Ｑ
課
題
や
問
題
点
は
。

■Ａ
「
大
規
模
改
修
時
の

改
修
、
縮
小
、
廃
止
の
検

討
」、「
事
後
処
理
型
か
ら

予
防
保
全
型
の
維
持
管
理

へ
の
転
換
に
よ
る
経
費
の

削
減
・
平
準
化
」、「
人
口

減
少
の
将
来
需
要
へ
の
反

映
に
よ
る
、
施
設
総
量
の

適
正
化
」
で
あ
る
。

■Ｑ
小
・
中
学
校
舎
は
、

生
徒
最
多
時
代
の
施
設
を

維
持
・
使
用
し
て
い
る
。

一
方
で
、
小
中
を
合
わ
せ

た
９
年
制
の
「
義
務
教
育

学
校
化
」
が
行
わ
れ
始
め

て
い
る
。
一
学
年
一
ク
ラ

ス
の
常
態
化
を
考
え
れ
ば
、

バ
ス
・
電
車
通
学
の
実
績
、

交
流
機
会
拡
大
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
構
成
上
の
柔
軟

性
・
効
率
性
確
保
、
施
設

の
有
効
活
用
等
の
効
果
が

期
待
で
き
る
。
同
一
施
設

で
９
年
間
続
く
こ
と
で
の

マ
イ
ナ
ス
も
あ
る
が
、
今

後
、
過
疎
地
域
で
の
現
実

的
課
題
に
な
る
と
思
う
が

ど
う
考
え
る
か
。

■Ａ
「
義
務
教
育
学
校
」

は
、
全
国
で
48
校
、
県
内

で
２
校
あ
る
。
9
年
間
を

通
し
た
学
習
指
導
や
教
職

員
間
の
意
思
疎
通
が
図
ら

れ
易
く
、
子
供
た
ち
の
世

代
間
交
流
も
図
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
と
、
保
育
、
小
・

中
と
同
一
施
設
で
育
っ
て

行
く
成
長
段
階
で
の
メ
リ

ハ
リ
や
環
境
変
化
へ
の
対

応
機
会
が
乏
し
い
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
今
後
、

大
桑
村
も
、
一
学
年
20
名

前
後
で
推
移
す
る
と
思
わ

れ
る
。
小
中
連
携
を
含
め
、

よ
り
良
い
教
育
環
境
の
在

り
方
を
探
っ
て
行
き
た
い
。

■Ｑ
今
後
の
施
設
管
理
課

題
へ
の
対
応
は
。

■Ａ
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
基
本
と
し
て
施

設
別
計
画
を
策
定
し
、
適

切
な
管
理
を
進
め
た
い
。

一　

般　

質　

問

中学校施設の現地監査中学校施設の現地監査

これからの公共施設の維持管理は　
総量規制による適正管理を推進

小学校教室小学校教室
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阿
寺
渓
谷
大
型
バ
ス

通
行
規
制
の
状
況

  

大
型
バ
ス
の
通
行
規
制

は
、
７
月
22
日
〜
８
月
27

日
の
38
日
間
実
施
。
現
在

の
と
こ
ろ
規
制
に
伴
う
ト

ラ
ブ
ル
は
な
い
。

　

規
制
方
法
は
、
渓
谷
入

口
に
警
備
員
を
配
置
し
入

口
駐
車
場
に
停
車
さ
せ
乗

客
を
降
ろ
し
た
後
、
バ
ス

は
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
下
の
第

３
駐
車
場
に
駐
車
。
８
月

10
日
ま
で
の
大
型
バ
ス
の

駐
車
は
10
台
。

　

阿
寺
渓
谷
の
「
意
見
を

聴
く
会
」
は
、
９
人
の
応

募
が
あ
り
、
８
月
27
日
に

第
１
回
の
会
議
を
開
催
。

下
在
蛇
抜
沢

砂
防
堰
堤
工
状
況 

　

砂
防
堰
堤
工
事
は
、
３

年
間
で
、
堰
堤
工
事
と
流

路
工
事
を
行
う
。

　

平
成
25
年
に
も
同
じ
状

況
で
土
砂
流
出
が
あ
り
、

委
員
か
ら
は
、
林
道
の
改

良
も
必
要
。
国
道
沿
い
の

工
事
を
優
先
し
て
行
う
必

要
が
あ
る
等
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
村
と
し
て
も
、

国
県
に
相
談
を
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

大
桑
橋
工
事
日
程

　

仮
桟
橋
設
置
工
事
は
、

本
年
度
予
定
通
り
着
工
。

県
事
業
に
よ
る
用
地
測
量

が
始
ま
り
、
用
地
補
償
に

つ
い
て
も
個
々
の
状
況
に

合
わ
せ
随
時
実
施
し
て
い

く
。

上
下
水
道
料
金

改
定
の
検
討

　

昨
年
度
策
定

し
た
「
上
下
水

道
経
営
戦
略
」

に
沿
っ
て
、
給

水
人
口
の
減
少

見
込
み
に
よ
る

経
営
悪
化
を
防

ぐ
た
め
、
料
金

の
値
上
げ
に
つ

い
て
検
討
を
始

め
る
。

所　
　

感

　

阿
寺
渓
谷
の
課
題
に
対

し
て
は
今
後
、「
意
見
を

聴
く
会
」
の
検
討
が
待
た

れ
る
。

　

下
在
蛇
抜
沢
の
災
害
は
、

前
回
と
同
じ
原
因
で
発
生

し
て
い
る
。
早
期
に
改
良

等
が
で
き
る
よ
う
国
等
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

下
水
道
料
金
の
改
定
に

つ
い
て
は
、
委
員
会
に
お

い
て
慎
重
審
議
し
て
い
く
。

全
員
協
議
会　

９
月

全
員
協
議
会　

９
月
1919
日
開
催

日
開
催

木
曽
地
域
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化

（
光
化
）
事
業

　

現
在
木
曽
広
域
連
合
で

検
討
が
始
め
ら
れ
た
事
業

に
つ
い
て
、
木
曽
広
域
情

報
セ
ン
タ
ー
尾
崎
所
長
の

出
席
を
求
め
、
勉
強
会
を

行
っ
た
。

  

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化
が

  

な
ぜ
必
要
か

１　

老
朽
化
対
策

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の

整
備
か
ら
10
年
が
経
過
し
、

劣
化
に
よ
る
故
障
が
増
加
。

又
、
現
在
は
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化

が
主
流
と
な
り
、
木
曽
地

域
で
現
在
使
用
し
て
い
る

同
軸
ケ
ー
ブ
ル
メ
ー
カ
ー

の
撤
退
が
相
次
ぎ
、
故
障

し
た
場
合
の
代
替
え
機
器

が
無
く
な
る
。

２　

放
送
の
高
度
化

 

放
送
技
術
の
進
展
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
２
０

２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ま
で
に
４
Ｋ
、
８

Ｋ
テ
レ
ビ
の
実
用
放
送
が

始
ま
る
こ
と
へ
の
対
応
。

  

概
算
費
用

  

大
桑
村
負
担
は
約
５
億
円

　

撤
去
費
用
も
含
め
費
用

は
約
42
億
円
。
大
桑
村
の

負
担
は
、
約
５
億
円
と
な

る
。

　

な
お
、
事
業
費
の
２
分

の
１
の
補
助
金
制
度
が
あ

る
が
、
平
成
32
年
度
ま
で

の
期
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

情
報
環
境
を
確
保
す
る

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ

る
が
、
現
在
、
木
曽
広
域

連
合
で
は
文
化
公
園
の
改

修
、
木
曽
寮
の
移
転
等
大

型
事
業
の
検
討
が
さ
れ
て

お
り
、
更
な
る
財
政
負
担

と
な
る
た
め
、
慎
重
な
論

議
が
必
要
で
あ
る
。

経  済  建  設経  済  建  設
常 任 委 員 会常 任 委 員 会

８月17日開催８月17日開催

●阿寺渓谷大型バス通行規制の状況を視察
●下在蛇抜沢砂防堰堤工事状況を視察
●大桑橋工事日程を確認
●上下水道料金の検討

蛇抜沢砂防堰堤工事状況を視察蛇抜沢砂防堰堤工事状況を視察
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道
路
整
備
予
算
の
拡
充
及
び
道
路
整
備
事
業

に
係
る
補
助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置
の
継
続
等

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

提
出
者　

沼　
　

友
行

賛
成
者　

下
起　

幸
一

鈴
木　
　

武

大
前
今
朝
男

要
望
趣
旨

１
地
方
創
生
推
進
に
向
け
道
路
整
備
に
必
要
な

予
算
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

２
道
路
財
特
法
の

補
助
率
等
の
嵩

上
げ
措
置
に
つ

い
て
平
成
30
年

度
以
降
も
継
続

す
る
と
と
も
に
、

地
方
創
生
推
進

の
た
め
真
に
必

要
な
道
路
整
備

に
つ
い
て
特
別

措
置
の
拡
充
を

図
る
こ
と
。

全
会
一
致
で
採
択

議
員
発
議

松
塩
筑
木
曽

松
塩
筑
木
曽

老
人
福
祉
施
設
組
合

老
人
福
祉
施
設
組
合

８
月
臨
時
会

◎
８
月
７
日
開
催

　

主
な
内
容
は
、
地
方
公
務
員

法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例

の
一
部
改
正
案
件
が
３
件
、
補

正
予
算
案
１
件
。

　

補
正
予
算
は
、
平
成
29
年
度

介
護
報
酬
改
定
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
収
入
の
増
加
額
４
２
２
０
万

円
を
原
資
と
し
、
当
組
合
の
運

営
し
て
い
る
17
施
設
に
於
け
る

民
生
費
（
主
に
人
件
費
）
の
増

加
に
当
て
補
正
後
の
歳
入
歳
出

額
を
そ
れ
ぞ
れ
44
億
９
８
２
０

万
円
と
す
る
も
の
。
全
議
案
と

も
審
議
の
う
え
可
決
し
た
。

▼
全
員
協
議
会

木
曽
あ
す
な
ろ
荘入

所
定
員
減
に

　

介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う

待
機
者
の
減
少
並
び
に
、
介
護

職
員
不
足
の
現
状
を
踏
ま
え
、

平
成
30
年
度
に
定
員
を
90
人
か

ら
80
人
に
変
更
す
る
案
が
示
さ

れ
た
。
第
７
期
介
護
保
険
事
業

計
画
で
協
議
さ
れ
る
。

（
報
告
者　

細
田
光
一
）

木曽広域連合議会報告　第３回定例会（８月31日開催）
決算認定 平成28年度木曽広域連合一般会計決算認定について

平成28年度広域連合介護保険特別会計決算認定について 認定

補正予算 平成29年度木曽広域連合一般会計補正予算（第２号）
平成29年度木曽広域連合介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決

条例改正 火葬場の設置及び管理に関する条例の一部改正について 可決
平成28年度木曽広域連合一般会計決算　  歳入総額　40億9,626万円　歳出総額　40億2,500万円
平成28年度広域連合介護保険特別会計決算　  歳入総額　40億3,181万円　歳出総額　39億　507万円
平成29年度木曽広域連合一般会計補正予算（第２号）　　

　　　補正額　　　　888万円　補正後の額　48億9,642万円
平成29年度木曽広域連合介護保険特別会計補正予算（第２号）

　　　補正額　１億4,120万円　補正後の額　44億6,550万円

・平成28年度一般会計歳入歳出決算は、前年度比較約11億円の増となった。主たる要因は、ごみ焼却
施設整備工事費10億円。工事は順調に進み、30年４月から稼働開始予定。
・介護保険特別会計は、前年度より約２％増。歳出のほとんどは経常的経費である保険給付費35億円。
・条例改正は、使用料が決まっていなかった「身体の一部」「改葬」料金7,000円を追加するもの。
・一般会計補正予算は、人件費・情報事業の電柱移転費用・木曽寮の特殊浴槽入れ替え等約900万円を
追加した。
・介護保険特別会計補正予算は、支払準備基金への積立、前年度事業の清算による返還金等約１億
4,000万円を追加した。
▼全員協議会
　木曽広域がおこなっているテレビ放送やＩＰ電話等の情報電波の光化（ＦＴＴＨ）他、担当者より説
明を受け協議した。        　（報告者　鈴木　武）

新ごみ焼却場 平成30年４月稼働

道
路
整
備
予
算
国
に
求
め
る

村
道
大
島
線

村
道
大
島
線
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木
曽
の
地
域
課
題
を
協

議
　

木
曽
郡
町
村
議
員
総
会

は
、
８
月
１
日
に
木
曽
町

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
総

会
と
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
各
町
村
か

ら
地
域
課
題
と
な
っ
て
い

る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
提

案
の
後
、
全
議
案
が
決
議

さ
れ
、
関
係
機
関
へ
要
望

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

大
桑
村
で
は
、「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施

設
設
置
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
整
備
に
つ
い
て
」

大
前
議
員
が
提
案
説
明
を

行
っ
た
。

　

平
成
24
年
７
月
に
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
い
取

り
制
度
が
開
始
さ
れ
て
か

ら
、
県
内
各
地
に
お
い
て

事
業
用
太
陽
光
発
電
施
設

の
設
置
が
増
加
し
て
お
り
、

最
近
で
は
、
大
桑
村
を
は

じ
め
と
し
、
木
曽
地
域
の

急
峻
な
山
林
に
お
い
て
も

広
範
囲
に
立
木
を
伐
採
し

た
開
発
行
為
が
行
わ
れ
て

お
り
、
景
観
・
環
境
へ
の

影
響
や
土
石
流
災
害
が
心

配
さ
れ
問
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

①
適
正
な
導
入
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
林
地
開
発
や

砂
防
指
定
地
内
行
為
等

の
許
可
基
準
を
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
整
備
す

る
こ
と
。

木曽郡町村議員総会木曽郡町村議員総会
　事業用太陽光発電施設の　事業用太陽光発電施設の

　課題を提起　課題を提起

●●
観
光
業
の
再
生

観
光
業
の
再
生

●●
教
育
の
中
核
を
担
う
教
員
配
置

教
育
の
中
核
を
担
う
教
員
配
置

●●
地
域
医
療
体
制
の
維
持
・
充
実

地
域
医
療
体
制
の
維
持
・
充
実

●●
国
有
林
野
利
活
用
の
推
進

国
有
林
野
利
活
用
の
推
進

●●
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進

野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進

●●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
に

　

か
か
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
整
備

　

か
か
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
整
備

●●
主
要
地
方
道
路
の
整
備
促
進

主
要
地
方
道
路
の
整
備
促
進

決
議
事
項

８月１日
木曽町文化交流センター

②
景
観
や
環
境
に
影
響
を

与
え
る
開
発
に
は
規
制

が
必
要
で
あ
り
、
山
岳

観
光
を
特
色
と
す
る
長

野
県
に
お
い
て
、
市
町

村
の
規
制
根
拠
と
な
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備

を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
提
案
し
た
。

木
曽
の
文
化
と
将
来

　

研
修
会
は
、
木
曽
地
域

の
観
光
を
テ
ー
マ
に
、
太

田
副
知
事
と
笹
本
県
立
歴

史
館
長
に
よ
る
講
演
・
対

談
が
行
わ
れ
た
。

　

木
曽
は
、
伝
統
文
化
や

自
然
、
食
文
化
な
ど
誇
れ

る
も
の
が
豊
富
に
あ
る
。

こ
れ
ら
を
次
の
世
代
に
つ

な
げ
る
た
め
、
皆
で
汗
を

か
こ
う
と
呼
び
か
け
た
。

太田副知事と笹本県立歴史館館長による対談太田副知事と笹本県立歴史館館長による対談

議案提案する大前議員議案提案する大前議員

木曽町文化交流センター木曽町文化交流センター
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議会活動日誌

行
政
報
告

木
曽
路
の
眺
望
景
観
整
備

基
本
方
針
の
推
進

　

木
曽
地
域
の
美
し
い
眺

望
や
歴
史
的
な
景
観
を
地

域
ぐ
る
み
で
守
ろ
う
と
、

「
木
曽
路
眺
望
景
観
整
備

基
本
方
針
」
を
定
め
た
。

　

雑
木
や
薮
で
景
観
が
損

な
わ
れ
て
い
る
な
ど
の
課

題
を
地
域
全
体
で
共
有
し

整
備
す
る
。

７
月
26
日
の
豪
雨
災
害

　

７
月
26
日
、
18
時
33
分

洪
水
警
報
発
令
、
19
時
10

分
土
砂
災
害
警
戒
情
報
発

令
。
20
時
頃
下
在
蛇
抜
沢

上
流
部
か
ら
堆
積
し
て
い

た
土
砂
、
木
枝
が
一
気
に

流
出
し
、
国
道
暗
渠
を
閉

塞
、
民
家
へ
土
砂
が
流
れ

込
ん
だ
。

　

阿
寺
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場

で
は
、
村
道
阿
寺
川
線
の

土
砂
崩
れ
に
よ
り
キ
ャ
ン

プ
客
25
人
が
一
時
取
り
残

さ
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
村
道
下
在
勝

井
坂
線
法
面
崩
落
、
林
道

等
の
洗
掘
が
見
ら
れ
た
。

　

蛇
抜
沢
は
、
直
轄
砂
防

工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
今
回
の
災
害
を
受
け
、

流
木
等
防
止
柵
設
置
関
係

と
村
道
下
在
勝
井
坂
線
法

面
崩
落
工
事
関
係
の
補
正

予
算
を
計
上
し
た
。

11
月
か
ら

広
域
連
携
バ
ス
試
験
運
行

　

11
月
、
12
月
に
広
域
幹

線
バ
ス
の
試
験
運
行
を
行

う
。
高
齢
化
に
よ
る
交
通

弱
者
の
増
加
で
、
公
共
交

通
の
維
持
や
確
保
が
各
町

村
の
共
通
課
題
と
な
る
中
、

広
域
路
線
の
共
同
運
行
に

よ
る
効
率
化
や
利
便
性
の

向
上
を
目
指
し
、
広
域
路

線
の
モ
デ
ル
的
な
運
航
形

態
の
設
定
と
試
験
運
行
を

行
う
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

須
原
本
町
地
区
に
選
定

　

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
須
原
本
町
地
区
に
設

置
箇
所
が
選
定
さ
れ
た
。

　

候
補
地
の
選
定
は
、
７

０
０
㎡
以
上
の
敷
地
面
積

の
確
保
や
公
共
施
設
、
公

共
交
通
機
関
、
幹
線
道
路

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
い

場
所
。
生
活
の
利
便
性
を

考
慮
し
、
商
店
が
近
く
に

あ
る
場
所
。
ま
た
、
社
会

参
加
に
向
け
、
地
域
と
交

流
の
で
き
る
集
落
を
選
定

す
る
な
ど
の
基
準
を
設
け

選
定
し
た
。

阿
寺
渓
谷
意
見
を
聴
く
会 

 

11
月
に
提
言
ま
と
め
る　

　

８
月
27
日
、
第
１
回
の

会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
２
回
を
９
月
末
開
催
。

10
月
に
中
間
の
取
り
ま
と

め
。
11
月
予
定
の
第
３
回

委
員
会
で
提
言
を
取
り
ま

と
め
る
。

村
事
業

74
パ
ー
セ
ン
ト
が
発
注

　

８
月
末
現
在
、
事
業
件

数
ベ
ー
ス
で
74
％
、
予
算

ベ
ー
ス
で
84
％
。
大
桑
橋

整
備
工
事
、
村
道
川
北
一

号
線
落
石
防
止
工
事
、
大

桑
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
建
築

な
ど
が
着
工
し
て
い
る
。

６月　活動内容
13 日 ６月定例会

議会報編集特別委員会
16日 ６月定例会
19 日 社会福祉協議会評議員会
26日 木曽郡町村議会議長会
27日 中部地方整備局懇談会

７月　活動内容
 ６日 議会報編集特別委員会
 ７日 木曽南部直轄砂防推進協

議会

12日 ７月臨時会
議会報編集特別委員会

13日 木曽郡町村議会議長会
19日 長野県町村議会議員研修

会（長野市）
全国森林環境税促進議員
連盟総会（～ 22日 高知）

21日 南部国道連絡会総会
　　　　　　　  （伊那市）
村長杯野球大会開会式

24日 県際交流協議会総会
木曽消防協会激励会

26日 木曽南部木曽川右岸道路
整備促進期成同盟会総会

27日 蘇南高校地元町村協議会
30日 県消防ポンプ操法大会

　　　　　　　  （中野市）

８月　活動内容
 １日 木曽郡町村議員総会
 ４日 県治水砂防協会総会

　　　　　　　  （長野市）
 ７日 森林・林業・林産業活性

化促進議員連盟総会
　　　　　　  （安曇野市）
松塩筑木曽老人福祉施設
組合議会　８月臨時会

 ８日 愛知中部水道企業団議会
議員交流会

 ９日 県境近隣市町村議会議長
会議（中津川市）

14日 成人式
17日 経済建設常任委員会
21日 木曽広域議会　福祉環境

常任委員会
22日 木曽広域議会　議会運営

委員会 ・ 総務常任委員会
 ・ 経済観光常任委員会

25日 長野県町村監査委員研修
会（長野市）

26日 砂防講演会
30日 木曽南部土砂防災ネット

ワーク議員連盟役員会
31日 木曽広域連合第３回定例

会・全員協議会

９月　活動内容
 ４日 庁舎建設特別委員会

議会運営委員会
 ５日 防災訓練（須原地区館）

木曽広域経済観光常任委
員会視察（～６日 千葉県）

 ６日 敬老会
 ８日 土砂防災対策実務者講習

会（東京）



一期一会を大切に

介紹サークル 第15回

　日本の伝統文化の一つである茶道の裏千家
という流派に属して活動しています。
　月に２回ほどのお稽古では、適度な緊張感
を伴う凛とした雰囲気の中、時にはお笑いお
茶道場と化しながら、和気あいあいと楽しい
時が流れていきます。
　対外的な活動としては夜桜祭り、森の里の
秋まつりなどの村内のイベント参加と、小学
校の茶道クラブ、中学校の桑華祭講座、高校
の茶道同好会での指導、県内外で開催される
お茶会への参加があります。
　特に森の里の秋まつりでは、指導をした子
供達が野点の会場に訪れてお運びなどのお手

伝いをしてくれたり、お互いに教え合ったり
する姿が見られ、多少なりとも伝えることが
できたことをうれしく思います。
　茶道には様々な作法があり堅苦しいものと
思われがちですが、その時その場所に会した
人達が、お互いを尊重し、相手の気持ちを思
いやって、もてなし、もてなされる、そこに
生まれるハーモニーこそが一期一会。
　どうぞ、お気楽に野点席にお越し下さい。
茶道に興味のある方は是非お稽古にも参加し
てみて下さい。初心者大歓迎です。

（代表　小島佳代子）

議
会
報
編
集
特
別
委
員

委  

員  

長
　
木
戸
　
勘
一

副
委
員
長
　
瓜
尾
美
佐
子

委
　
　
員
　
沼
　
　
友
行

　
　
　
　
　
水
野
　
　
進

　
　
　
　
　
大
前
今
朝
男

▼
彼
岸
花

　
９
月
中
頃
、
ス
ポ
ー
ツ

公
園
の
木
曽
川
沿
い
の
歩

道
に
、
彼
岸
花
が
た
く
さ

ん
咲
い
て
い
ま
し
た
。
赤

し
か
見
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
調
べ
て
み
る
と
、

白
や
黄
色
、
ピ
ン
ク
も
あ

る
そ
う
で
す
。
毒
が
あ
る

の
で
モ
グ
ラ
除
け
に
な
り
、

根
茎
が
強
い
た
め
畔
づ
く

り
に
よ
い
の
だ
と
か
。

　
昔
は
毒
を
抜
き
、
最
後

に
食
べ
る
非
常
食
だ
っ
た

そ
う
で
、
役
に
立
つ
花

だ
っ
た
の
で
す
ね
。

表
紙
撮
影
　
　
横
山
晴
美
さ
ん
（
須
原
茶
屋
町
）

フォ
ト
ファ
イ
ル

村への思い ３

阿寺　久野哲也さん
　はじめに、７月30日県消防
ポンプ操法大会に出場し無事終
えられたことに対しまして、全力のサポー
トをもって支援してくださった団長はじめ
全消防団員の皆様、また、沢山の激励で応
援してくださった村民の皆様に心より感謝
いたします。本当にありがとうございまし
た。
　消防団に入団し１年、初めてのポンプ操
法でまさか県大会に出場できるとは思って
いなかったので、本当に貴重な体験をさせ
ていただいたと感じています。４人が全力
で作り上げたあの一瞬は、この先一生刻ま
れる熱い思い出となりました。今回の体験
を一つの糧として消防団員としての自覚と
誇りを胸に、今後も大桑村の安心・安全の
ため、消防活動に尽力してまいります。

消防団員としての誇りを胸に
村の安心・安全を守ります
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